
多良中のみなさんへ           R4．９．８ 文責：小園絵美 

『主体的』ってどんな姿？ 

夏休みが明けて２週間が経ちました。学校の通常モードにも慣れてきたでしょうか。今回のキーワ

ードは『主体的』です。学校の中ではよく使われる言葉で、評価の中にも“主体的に学習に取り組む態

度”というものがありますね。「『主体的』ってどんな姿だろう？」と考えたとき、その反対の姿として

は『受動的（＝受け身）』が考えられます。この２つを比較して、授業中の様子で示してみました。次

の３つの項目で、自分の授業態度を振り返ってみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

『主体的』と『受け身』では、同じ授業を受けても、気づきの量や力のつき方に大きな差が出てきます。

授業や家庭学習に『受け身』で取り組んでいる人は、大きな損をしているかもしれません。「自分の授業態

度は『受け身』かも…。」と思った人は、目の前の課題について、”先生や友達まかせにせず、自分の頭で

考える”ということを意識してみてください。わかるところは、今までの学習とのつながりを考えたり、他

にどんな場面で役立てられるのかを考えたりすることで、理解を深めることができます。また、わからない

ところは、どこでつまずいているのかを自分なりに考え、学び合いのときに伝えることで解決につなげるこ

とができます。“自分の頭で考える”ことの積み重ねは、半年後のみなさんを大きく成長させるはずです。み

なさんのこれからの学びが、より充実したものになることを願っています。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

前の時間に学習した

こととどうつながっ

ているのかな？ 

どんなことができる

ようになったらいい

んだろう？ 

友達と話し合って考

えたことを、ワーク

シートに付け加えて

おこう！ 

この公式は、どうして 

成り立つのかな？ 

いつも使えるのかな？ 

○○はわかったけど、

△△はよくわからな

かったな。どうすれば

解決できるだろう？ 

これを使って考え

たからできたんだ

な！他の場面でも

使えるかも。 

□ 目的意識をもって 

  取り組んでいますか 

□ 自分の学習を振り

返っていますか 

自分の頭で考えているので、

いろいろな気づきを得ること

ができます。それは、知識の定

着や考える力がつくことにつ

ながります。 

先生や友達まかせ

なので、学んだこ

との大半は頭の中

を通り過ぎていっ

てしまいます…。 

 

 

 

 めあてなんて、黒板に書

かれたものを写しておけ

ばいいよね。 

  

自分の考えを書かなくて

も、先生が正しい答えを

書いてから写せばいいや 

時間が経つほど 

困ったことに… 

わからなかったけど、授

業も終わったし、そのま

までいいかな。 


